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3-4）身体障害者手帳の対象者 

・ 視覚障害 

・ 聴覚又は平衡機能の障害 

・ 音声、言語、そしゃく機能の障害 

・ 肢体不自由 

・ 内臓の機能障害（内部障害） 
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身体障害者手帳は、外見ではわから 
ない内部障害に対しても適用 
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平成28年度（対平成23年度）の伸び率  
  総数     111% 
  視覚障害    99%  聴覚言語    105%   
      肢体不自由  113%      内部障害   133％ 

厚生労働省 

内部障害者の増加 

3-5）内部障害者の障害者手帳申請 



内部障害の対象 

・ 心臓 

・ じん臓 

・ 呼吸器 

・ ぼうこう又は直腸 

・ 小腸 

・ ヒト免疫不全ウイルスによる免疫 

・ 肝臓 
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手帳交付の条件（内部障害の程度） 
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心臓 腎臓 小腸 呼吸器
ぼうこう

直腸
肝臓 免疫不全（HIV）

1級
HIV／肝疾患により日常生活が

ほとんど不可能

2級
HIV／肝疾患により日常生活が

過度に制限

3級

4級

障害により、家庭内の日常生活活動が過度に制限される

障害により、社会での日常生活活動が過度に制限される

それぞれの障害により、自己の身辺の

日常生活に大きな支障がある



主治医との面談時の注意 

・内部障害は、身体障害者手帳の対象 

 であることを再確認してもらう 

  ＊身体障害者福祉法別表のコピー持参 

   

・客観的に症状を伝える 

  ＊日常（特に悪い時）の症状メモ持参 

  ＊家族や支援者、専門家の同行 
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身体障害者福祉法別表（抜粋） 
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五 心臓、じん臓又は呼吸器の機能の障害その他 
    政令で定める障害で永続し、かつ、日常生活が 
  著しい制限を受ける程度と認められるもの 
  
(注１) 「ぼうこう又は直腸の機能の障害」が追加 
(注２) 「小腸の機能の障害」が追加 
(注３) 「ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能 
    の障害」が追加 
(注４) 「肝臓の機能の障害」が追加 



４．まとめ（お伝えしたいこと） 

１）内部障害も身体障害の対象 

２）身体障害者手帳の取得には医師の 

  意見書（診断書）が重要 

  ＜面談に持参するもの＞ 

   ・身体障害者手帳の対象者 

   ・日常での症状、変化を書いたメモ 

  ＊ 場合により、セカンドオピニオン 
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４．まとめ（お伝えしたいこと） 

３）難病の人は手帳がなくても就労 

  サービスを受けられる 

４）指定難病かどうか、障害者総合 

  支援法の対象の疾病か必ず確認 

    ・病名の分かりにくさ 

   ・違う法律、法改正で変更 

  厚生労働省、難病情報センターのHP         
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４．まとめ（お伝えしたいこと） 

５）就職前後で困ったときの相談先 

  ・ハローワーク 

    難病患者就職サポーター（横浜.厚木） 

  ・かながわ難病相談・支援センター 

 

  連携して支援してもらえる 
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４．まとめ（お伝えしたいこと） 

厚生労働省資料 
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治療と職業生活の両立支援のための 
ガイドライン 
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治療と職業生活の両立支援のための 
ガイドライン （両立支援プラン） 
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厚生労働省の 
ホームページ 

治療と職業生活の両立支援のための 
ガイドライン 



ご清聴 ありがとうございました 
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